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次の準線形退化Keller-Segel系の初期値問題について考える:

(KS)


∂u

∂t
= ∇ · (∇um − uq−1∇v) in RN × (0,∞),

τ
∂v

∂t
= ∆v − v + u in RN × (0,∞),

u(x, 0) = u0(x) ≥ 0, τv(x, 0) = τv0(x) ≥ 0, x ∈ RN .

ここで, N ∈ N, m ≥ 1, q ≥ 2, τ = 1とし, u0, v0は以下を満たすものとする:

(1) 0 ≤ u0, v0 ∈ L1(RN ) ∩ L∞(RN ), ∆v0 ∈ Lp0(RN ) ∩ L∞(RN ) (∃ p0 ≫ 1).

本講演では, τ = 1の場合の (KS)の大域的弱解 (下記参照)の存在について考える.

定義. RN × (0, T )で定義された非負値関数の組 (u, v)で次の (a)～(c)を満たすものを (KS)の [0, T )上
の弱解 (T > 0を任意に選べるとき大域的弱解)であるという:
(a) u ∈ L∞(0, T ; Lp(RN )) (∀ p ≥ 1), um ∈ L2(0, T ; H1(RN )), v ∈ L∞(0, T ; H1(RN )),

(b)
∫ T
0

∫
RN

(
∇um · ∇φ − uq−1∇v · ∇φ − u∂φ

∂t

)
dxdt =

∫
RN u0(x)φ(x, 0)dx (∀φ ∈ C∞

0 (RN × [0, T ))),

(c)
∫ T
0

∫
RN

(
∇v · ∇φ + vφ − uφ − τv ∂φ

∂t

)
dxdt = τ

∫
RN v0(x)φ(x, 0)dx (∀φ ∈ C∞

0 (RN × [0, T ))).

(KS)でm = 1 (線形拡散)の場合は多くの研究結果が報告されている. 一方, m > 1 (準線形退化拡散)
の場合には半線形理論を適用できないためにその解析が困難を極め, 先行研究は少ない. (KS)の大域的
弱解の存在については以下の結果が知られている (Sugiyama [2] (q = 2), Sugiyama-Kunii [1] (q ≥ 2)):

(i) τ = 1, q ≤ m のとき (KS)は大域的弱解をもつ.
(ii) τ = 0, q < m + 2

N のとき (KS)は大域的弱解をもつ.
(iii) τ = 0, q ≥ m + 2

N のとき ∥u0∥
L

N(q−m)
2
が十分小さければ, (KS)は大域的弱解をもつ.

既存の結果では, τ = 1の場合と τ = 0の場合とで, 初期値の大きさによらずに (KS)の大域的弱解が
存在するための qに対する条件に “ 2

N のずれ”が生じていた (上記の (i)と (ii)を比較せよ). 本講演では,
そのずれを解消し, [1, Theorem 1]及び [2, Theorem 1]の改良に成功したことを報告する.

主定理.¶ ³
N ∈ N, m ≥ 1, q ≥ 2, τ = 1, T > 0とする. u0, v0は (1)を満たすものとし, m, qに対して

(2) q < m +
2
N

を仮定する. そのとき (KS)の [0, T )上の弱解 (大域的弱解) (u, v)が存在する.µ ´
条件 (2)を qについて解いた臨界指数は, 藤田指数の一般化である q = m + 2

N と一致しており, 上の
主定理は初期値の大きさによらない (KS)の大域的弱解の存在に関して最良の結果であると考えられる.
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